
	
	基本発問と予想される生徒の反応
	指　導・援　助

	導入
	◇友情についての価値への方向付けを図る。

○親友とはどういう関係をいうのだろう。
・何でも話せる関係。

・自分のことを分かってくれる関係。
	・仲の良い友達との関係を想起させ、日頃の友達関係と比べながら資料を聞くことができるようにする。

	展

開

前
段
	◇資料提示（教師の読み聞かせ）をする。

○感想を交流する。

・自分の命に代えても明夫を守ろうとした勇太は本当に明夫のことをずっと友達だと思っていたんだ。

・最後には勇太と明夫が分かり合えてよかった。

○「船に乗らんか」と言った時の勇太はどんな気持ちだっただろう。

・明夫と一緒に働きたい。

・また、仲がよかったときのような関係にもどれるかも

しれない。

・これで明夫の生活態度が変わるといいな。

○なぜ、勇太は明夫に面と向かって何も言えないのだろ
う。

・今更何て言えばいいのか分からない。

・何かを言うことで明夫が船を降りてしまうのは嫌だ。

・このままでもいいから明夫と一緒に働きたい。でも、本当にこのままでいいのか・・・。
・言っても仕方がない。

・いつか明夫が気付くかもしれないから、今は何も言わないでおこう。

・今まで明夫をほっておいた責任を感じている。
◎「明夫、今までどこで何やっとったんよ。待っとった

んぞ。」と言った時の勇太の気持ちは、どんなだっただ
ろう。
・やっと言えた。明夫も待っていたんだ。もっと早くこの言葉を言えばよかった。
・明夫が待っていてくれたことが嬉しい。

・これからは、どんな時も明夫と一緒に漁師の仕事を頑張っていこう。

・勇太の言葉で関係が壊れるようなら本当の友達ではな

いし、勇太は明夫なら分かってくれると思って言った。

・明夫に対して、本気で言うことが、友達を本当に大切にしていることだということに勇太は気が付いたから、言いにくいことでも言えたと思う。
	・どの場面に着目したかつかみ、勇太の気持ちを中心に発問につなげ、意図的指名に生かす。

・明夫のことを心配し、一緒に働くことで、明夫との関係がもとに戻れるかもしれないと思っている勇太の気持ちに共感できるようにする。
・明夫のよくない姿が分かっていても、今まで何も言ってこなかったのに、今更何を言っていいのか分からない、焦りともあきらめともいえる勇太の気持ちに共感できるようにする。
・今まで明夫の気持ちを考えようともしなかっ
た自分のことを振り返り、明夫と心が通い合って喜ぶ、勇太の気持ちに気付くようにする。


・友達のことを本当に大切にしているということは、相手のよくない行動にも真剣に考えて言い合えるということであり、そのことが相手の成長を願い、さらには友情を深めることにつながっていくことに気付くようにする。

	展開後段
	○友達のことを思って行動したことはありますか。その時どのような気持ちでしたか。
・仲のいい友達が、委員会の常時活動を遊びたいからという理由で、他の子に無理に代わってもらおうとしていたから、迷ったけど注意した。友達は分かってくれてその後、委員会の活動をしっかりとやっているので、言ってよかったと思う。
	・これまでの自分と友達との関わり方について振り返り、互いに信頼し合い、高め合うことの意欲をもたせる。



	終末
	◇「私たちの道徳」の詩Ｐ60を範読する。


	・友達を思い浮かべながら詩を聞くように促す。


２　学習指導過程
【深めの発問】


勇太の言葉は明夫を傷つけることになり、二人の友情


は壊れてしまうのではないか。





●言語活動の充実


　勇太と明夫の友情についての話合いを通して、多様な感じ方や考え方に接し、自分にはなかった違う視点からの価値について気付かせ、感じ方や考え方を深める。









